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本セミナーのゴール 　

資産運用を検討する 解決方法を知る現在の市況を知る

現在の市場動向と課題を
正しく理解します。

資産運用の重要性と
方法を検討します。

具体的な方法や、悩みの
解決方法を提案します。

本セミナーの目的は下記3つとなります。
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下半期相場見通し[平下/千竈]

2つの国策

先物オプション戦略のご案内
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下半期相場見通し　[ 平下 ]

2025年下半期の相場見通しですが、不確実性が高く予想できないというのが正
直なところ。
私が重要視する株価指数のトレンドにしても、日経平均株価、TOPIX共に強い
トレンドは出ていません。
指数のトレンドから全体相場がこうなりそうだと予想するのも難しい状況。
昨年下半期、日経平均株価は7月11日に過去最高値42426円77銭をつけた後に8
月5日には31156円12銭まで下落しました。
こういった動きを事前に予想しろといっても不可能です。
ですので、短期売買の場合はマーケットの動きに反応すべきか受け流すべき
か、都度判断して行く必要があります。
ChatGPTに2025年下半期の米国株と日本株の相場見通しを確認してみました。

2025年下半期の相場見通し



下半期相場見通し　[ 平下 ]

ChatGPTの米国株見通しは

▶ 総合評価（米国株）

そつない答が返ってきました。　ただ、良く返答を読むと

短期（7〜9月）：強気継続。ただし急騰後の調整リスクあり。
中期（10〜12月）：選挙前後の不透明感から一時的に下押しも、年末に向けて再上昇の可能性。
注目セクター：AI・半導体、通信、軍需、インフラ、再生可能エネルギー

🔻 リスク要因

と、なぜかリスク要因に大統領選が挙げられており、あまり参考になりません。

11月の大統領選挙
トランプ氏再登板の可能性含め、政策の不確実性が高まり、ボラティリティ上昇の可能性。



下半期相場見通し　[ 平下 ]

ということで、AIに先行きを聞いても、参考になりませんでした。
やはり発生したイベントや足元の経済指標等から都度、先行きを予想して行くし
かないでしょう。
下半期を予想するに当たって私が注目するポイントは

この5点です。

・トランプ政権が掲げる高関税政策の行方
・金利高止まり
・米国の実態経済
・米中貿易摩擦
・FRB・日銀のスタンス



下半期相場見通し　[ 平下 ]

改革を掲げスタートしたトランプ政権。
市場はコストカットや関税に戦々恐々でしたが・・・
4月に発表された相互関税はマーケットが荒れるとすぐに90日間の停止を発
表。
政府債務削減を推し進めようとした政府効率化省（ＤＯＧＥ）のリーダー、マ
スク氏は早々に退任。
現時点ではトランプのやろうとしていることは頓挫しつつあるように見えます。
そういった政治要因は二転三転しますし何が飛び出すか分かりませんので予想
は出来ません。

ですので私は実態経済や企業のファンダメンタルズと実際の株価のトレンド、
そして中央銀行の金融政策を見ながら漠然と先行きを予想したいと思います。



下半期相場見通し　[ 平下 ]

結局、2025年下半期の日本株を左右するのは米国株と為替とみています。
米国の実態経済を確認出来る指標は幾つかありますが、米国のいまの実態経済
の強さを示すのがアトランタ連銀の発表しているGDPNow。
これが2025年3月から4月にかけて大幅に下振れし4月には-3.7％まで低下しま
した。
これは2021年以降の最低値でしたが、それが6月には一転4.6％まで上昇してお
り、ブレブレです。

企業の景況感を示す5月ISM製造業PMI、非製造業PMIとも市場予想を下回って
おり、トレンドは下向き。
小売売上高は1月、2月と冴えませんでしたが3月は関税導入前の駆け込み需要
もあったようで急増。
4月はその反動減が出ており、5月が注目されるところ。



下半期相場見通し　[ 平下 ]

半導体需要の強さを示す台湾TSMCの4月月次売上高は過去最高となる3495億台
湾ドル。
これも関税導入前の駆け込み需要が指摘されており、5月、6月に反動が出るか
どうかに注目です。
これがもし駆け込み需要ではなく5月、6月と売上高が増えるようなら半導体株
が指数を牽引するシナリオも考えられます。

リスクオンの指標として注目されているビットコイン価格は5月下旬以降調整し
ており、こちらはいまひとつ冴えず。
また、米10年債利回りは4.4％台で高止まりしており、こちらも株価にとっては
逆風。



下半期相場見通し　[ 平下 ]

景気後退の予兆をいち早く示すとされる失業率（昨年8月の日経平均暴落の切
っ掛けにもなりました）は4月4.2％。
昨年7月の4.3％から僅かに低下していますが改善の兆候は見えず。

以上を総合的に判断すると、現時点では2025年下半期（2025年6月～12月）は
サプライズがなければ、
日経平均株価が40000円を抜けて高値トライする展開は難しいと予想。
夏から秋にかけてはもみ合い～調整、調整が入ればそこから年末にかけては反
発を予想しますが、注意点は次ページで解説。



下半期相場見通し　[ 平下 ]

右下はドイツDAX指数の長期週足チャートです。
ドイツの経済指標は悪いのですがお構いなしに株価は上昇。
財政拡張や特定の銘柄が指数を牽引。
4月関税ショックで急落しましたが、いまは急落前の高値を更新。
上場来高値圏です。

いまは空前のカネ余り相場。
日本株も2023年、2024年と急
上昇する場面がありましたが、
金融相場を連想させる材料が出
た場合は意外高する可能性もあ
ります。



下半期相場見通し　[ 平下 ]

欧州の中銀ECBは利下げ真っ最中、日銀は利上げの途上。
中銀のスタンスの違いがDAX指数と日経平均株価の差ともいえます。
もし日銀がスタンスを変えるようなことがあればサプライズとなりそうですが、
私は現時点ではその可能性は低いとみています。

逆に昨年8月暴落時のように米国の景気後退リスクが浮上した場合、
実態経済悪化、FRBの利下げ予想からドル安円高加速、
日本株は二重苦で厳しい展開が予想されます。
いま米国の実態経済があまり芳しくありませんので、
現時点ではリスクシナリオの方を警戒しています。
何か気付きがあれば随時あかつきコースでお伝えして参ります。



下半期相場見通し　[ 平下 ]

予想PER21.8倍、PBR1.28倍、予想配当
利回り4.51％。
成長性は緩慢ながら4期連続増配中。

資本効率向上ファンド（TOBハンター）
組み入れ上位銘柄。
5月12日に出た2025年第一四半期決算は
売上高、
営業利益は伸びていましたが、純利益は
56％減で冴えませんでした。

インターネット広告会社。電通グループ傘下。デジタルマーケティング事業で企業のDX支援、
AIを活用したソリューションを提供。

2025年下半期注目銘柄　　4293　セプテーニHD　東証S



下半期相場見通し　[ 平下 ]

ただ、株価は決算後に上昇しています。

株価は全体相場の急落に靡く傾向があり、昨年8月今年4月と急落。
しかし300円台前半では反発しており、その辺りでは反発しています。
値動きの特徴として左の週足チャートを見て頂いても分かるように、
夏場から年末にかけて上昇する傾向があります。
全体相場が急落しなければ一定の上昇は見込めると見てチョイスしました。



下半期相場見通し　[ 千竈 ]

01

02

03

年後半に日銀リスク

買い手が事業法人×海外投資家で上昇加速

順張りではなく逆張りを意識
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下半期相場見通し　[ 千竈 ]

買い手が事業法人
×

海外投資家で上昇加速

順張りではなく
逆張りを意識

年後半に日銀リスク

3つのポイント



アメリカ株大型株 上昇率上位20銘柄（2025年1～5月）
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下半期相場見通し　[ 千竈 ]



アメリカ小型株 上昇率上位20銘柄（2025年1～5月）
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下半期相場見通し　[ 千竈 ]



日本小型株 上昇率上位20銘柄（2025年1～5月）
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中央
紙器

工業

Sサ
イエ

ンス

WH
ダイ

ニン
グク

ラウ
ド

レナ
サイ

エン
ス

no
te

サン
バイ

オ

クッ
クレ

ブ

テク
ポイ

ント
・イ

ンク

テラ
ドロ

ーン

Sy
ns
pe
cti
ve

Lib
era
Wa
re

スパ
ンク

リー
トコ

ーポ
レー

ショ
ン

カオ
ナビ

GM
Oイ

ンタ
ーネ

ット
グル

ープ ナカ
ヨ

西川
ゴム

工業

中外
鉱業

サイ
フュ

ーズ

キム
ラタ

ン

日本
調剤

0%

50%

100%

150%

200%

250%

300%

下半期相場見通し　[ 千竈 ]



日本大型株 上昇率上位20銘柄（2025年1～5月）
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下半期相場見通し　[ 千竈 ]



長い道のりほど果実は大きい。
配当込みTOPIXが示す資産形成の王道、来年も迷わず一歩ずつ。

下半期相場見通し　[ 千竈 ]



配当込みTOPIXは、企業配当をすべて再投資した前提で算出される
「トータルリターン型」のTOPIX。
価格のみのTOPIXより長期リターンが大きく、

複利効果と配当の重要性を可視化できる。
年金基金など機関投資家は、この指数をベンチマークにし、運
用成果を配当込みで評価する。
国内ETF（例：TOPIX配当込みETF）でも追随可能で、個人投
資家も同条件で投資できる。
近年は増配・自社株買いの追い風で、配当込みTOPIXが従来以
上に価格指数を上回る傾向が強い。

下半期相場見通し　[ 千竈 ]



月曜日底パターン

✔ 月曜日の上昇確率26.3%（全曜日で最も低い）

✔ 直近10回の月曜日のうち9回が下落

✔ 月曜日下げ幅は4000円

✔ 最短2日後に発言ひっくり返す

✔ 約4回に3回は下落

✔ 週明けリスクオフでコール買いや防衛株買い

下半期相場見通し　[ 千竈 ]　トランプ相場を攻略



下半期相場見通し　[ 千竈 ]　株攻略

日本企業特有の保守的計画策定文化を逆手に取る

100～120　　　％

1.期初計画は構造的に保守的

2.リスク回避的な企業文化

3.外部環境の不確実性

概ね実績値はほぼ上回る

「期初計画を10%以上上振れ」銘柄群は
年間で約25%のアウトパフォーム

4.期中に業績計画の下方修正を行う事態は避けたい



投資部門別売買動向　事業法人3年グラフ

下半期相場見通し　[ 千竈 ]　日本株の現状　

企業の自社株買いが日本株市場の安定的な買い手
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下半期相場見通し　[ 千竈 ]　日本株の現状２

資本効率の改善余地は大きく、
自社株買いが増えることは当然。

海外投資家は現物株と株価指数先物を
25年初からの累積で3.3兆円売り越した。

一方、事業法人は年初からほぼ一貫し
て買い越し。
買越額は4.2兆円

グループ

出所　日経新聞から



下半期相場見通し　[ 千竈 ]　日本株の現状３

■強気な会社計画と自社株買い

■25年度の自社株買い発表額は5月時点で既に過去最高水準

■PBR向上圧力　東証の市場改革による資本効率改善要請

■配当に加えた機動的な還元手段

■海外投資家の売り圧力を緩和

■自社の株価は割安とのメッセージを市場に送る
→「シグナリング効果」



下半期相場見通し　[ 千竈 ]　日本株スクリーニング

中長期的なアルファ創出するための

□ 今期増益予想かつ前年計画達成率100%超 
□ 自社株買いまたは増配を発表 
□ PERが同業平均以下 
□ 過去1ヶ月で出来高急増（関心度の高まり） 
□ 明確なネガティブ材料なし 
→ 4個以上◯なら投資候補 
→ 5個◯なら最優先投資対象

スクリーニング条件



下半期相場見通し　[ 千竈 ]　リスク要因は？

・ 日銀の追加利上げ時期は2025年10月頃に後ろ倒し
・米国のトリプル安（放漫財政） 
・日本の国債買い手不在
・選挙結果次第で日本版トラスショック

リスク一覧

インフレ抑制狙いの1%利上げへ—
金利コスト増で投資減速、

景気と株価に波及する二面リスク



資産運用の現状　

日経平均株価トレンドライン
下半期相場見通し　[ 千竈 ]　リスク要因は？



2つの国策

02



日米共通の国策テーマ

AI × エネルギー × 量子
■米国は「量子コンピューター・AI用データセンター・次世代原子炉」の３
分野を、1つの“法体系＆補助金セット”でまとめて後押しし始めています。

■日本もGX（グリーン・トランスフォーメーション）基本方針の中で、量子
→ DX/AI需要 → クリーン電源（原子力）という循環ルートを政府が設計しま
した。

■投資の視点では、３分野は“別々”ではなく束ねて動く複合テーマ。
中長期で国策マネーが流れ込むため、成長ストーリーに厚みがあります。



量子コンピューター



量子コンピューター



量子コンピューター



量子コンピューター



量子コンピューター

出所経済
産業省



量子コンピューター

出所経済
産業省



量子コンピューター



量子コンピューター



出遅れている日本の量子コンピューター技術

量子コンピューター

出所日経
新聞



具体的な銘柄は以下の通り　買い推奨　フィックス
ターズもいいですが・・・

■NYSE: IONQ
■(NYSE: QBTS) 
■NYSE: IBM
■NASDAQ: HON
NuScale Power　
■富士通 (東証プライム: 6702) – 国内初の国産量子コンピュータを実現
■NEC (東証プライム: 6701) – 量子アニーリングと超伝導で巻き返しを図る
■日立製作所 (東証プライム: 6501) – シリコン量子ビット研究と量子関連投資

銘柄



先物オプション戦略のご案内

03
ご自身で先物取引戦略考えるのは大変という方は、
ぜひ弊社が提供する投資戦略をご活用ください。



先物取引のアドバイス

日経30分足×200MAを使って、逆張り戦略



先物取引のアドバイス

日経先物はボリンジャーバンドのバンドウォーク戦略



オプション戦略のアドバイス

暴落時は深OTM CALLを"仕込み"
市場が大きく下落した時こそ、
割安なコールオプションを購入するチャンスです。

暴騰時は深OTM PUTで"保険"
市場が過熱した時は、プットオプションで資産を守りましょう。

安いものは売らない
プレミアムの非対称性を理解し、安易に売りポジションを
取らないことが重要です。



Implied Vol ＜20%
インプライド・ボラティリティが20より低い状態です。

プレミアム価格 ＜ 50円
オプションの値段が50円以下の低水準にあることを示します。

オプション戦略のアドバイス

買いのチャンス
この2つの条件が揃った時が最適な買いタイミングです。

"安い"の定義　2つの尺度



オプション戦略のアドバイス

空売り比率の５ＭＡで逆張り
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にも黙示的にも一切保証するものではありません。かかる情報・意見等に依拠したことにより生じる一切の損害
について、当社は一切責任を負いません。本書中の分析・意見等は、その前提が変更された場合には、変更が必
要となる性質を含んでいます。本書中の分析・意見等は、金融商品、クレジット、通貨レート、金利レート、その他
市場・経済の動向について、表明・保障するものではありません。また、過去の業績が必ずしも将来の結果を示唆
するものではありません。本書中の情報・意見等が、今後修正・変更されたとしても、当社は当該情報・意見等を
改定する義務や、これを通知する義務を負うものではありません。
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当社は本教材に掲載されている証券会社との取引を勧誘・仲介・媒介あるいは広告宣伝するものではなく、お客様が
実際に口座を開設される証券会社との間の契約締結ならびに金融商品取引は、すべてお客様の自己の判断と責任にお
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ご利用の証券会社へご自身でお問い合わせ下さい。
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ご質問、ご相談など
お気軽にご連絡ください。

info@akatsuki-toushi.com

048-999-6892

https://www.akatsuki-toushi.com/

〒343-0845 埼玉県越谷市南越谷2-14-41　サンキャッスル南越谷205号室 

https://www.akatsuki-toushi.com/

